
医療と介護の連携における

歯科衛生士の取組について

平成２８年８月９日（火）

大田区健康医療政策部調布地域健康課

（高齢福祉課調布地域福祉課兼務）
歯科衛生士 伊東由香

第１２１回市町村職員を対象とするセミナー
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大森医師会・蒲田医師会・田園調布医師会
大森歯科医師会・蒲田歯科医師会
大田区薬剤師会・蒲田薬剤師会

人口約71万5千人
高齢化率 約22.6%
東京都区南部医療圏
基幹病院
東邦大学医療センター大森病院
荏原病院
大森赤十字病院
池上総合病院
東京蒲田医療センター
東京労災病院
昭和大学歯科病院など

東京都大田区の概要

地域健康課（地域福祉課）の
配置場所

・大森地域庁舎
・調布地域庁舎
・蒲田地域庁舎
・糀谷・羽田地域庁舎 2



大田区の高齢者数

総人口 65歳以上人口 高齢化率

男 ３５７,１２１ ７１,０８２ １９.９％

女 ３５８,０３５ ９０,７１８ ２５.３％

計 ７１５,１５６ １６１,８００ ２２.６％

平成28年4月1日現在

外国人登録者を含む【高齢化率の推移】
平成18年 18.6％（126,905人）
平成23年 20.5％（142,871人）

※10年後は22.5％と予測される
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大田区地域福祉課の基本理念・基本目標

ともに支えあい 地域力ではぐぐむ 安心して暮らせるまち

基本理念

地域づくり
（支えあう地域をつくります）

人づくり
（地域福祉を担う人を
育てます）

基盤づくり
（地域福祉を担う人を
育てます）

基本目標 １ 基本目標 ２ 基本目標 ３
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おおた高齢者施策推進プラン
～大田区高齢者福祉計画・第6期介護保険事業計画～

平成27年度～平成29年度 （平成27年3月 大田区）
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高齢者福祉施策の推進
（歯科保健関連事業）

医療機関との連携

◎在宅高齢者訪問相談事業

◎ねたきり高齢者訪問歯科支援事業

介護予防事業の充実

◎介護予防普及啓発事業

・口から始める健康講座

・口腔機能向上講演会
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訪問相談事業に参画しており、在宅医療
と在宅歯科医療の連携（つなぐこと）を行う

大田区地域健康課：歯科衛生士数 8名

大田区在宅高齢者訪問相談事業
心身虚弱な65歳以上の者のうち、在宅療養者及びその家族を対象。医療保
険、介護保険の制度利用等の相談、心身機能の低下の防止及び健康の保
持増進を図るための指導を行うことを目的とした事業。

訪問歯科医師との連携

在宅医師との連携

保健師、看護師、管理栄養士、
理学療法士、作業療法士、
言語聴覚士、歯科衛生士など

大田区歯科衛生

内4名が地域福祉課兼務
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平成27年 在宅高齢者訪問相談事業実績

職種内訳
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かかりつけ歯科医がいない場合など

ねたきり高齢者訪問歯科支援事業

大田区事業東京都大田区における
居宅への訪問歯科の取り組み
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訪問歯科相談の依頼はどこから・・・

１、介護支援専門員（ケアマネ）

２、包括支援センター

３、家族から

a  区報

b  介護保険証（特記事項から）

c 要介護４，５の方へ同封しているチラシ

４、他職種から（訪問看護師、医師、歯科医師など）
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大田区に介護保険 新規申請、又は更新した方で要介護４・５
の方全員に要介護度の結果通知の中に同封して送付
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ねたきり高齢者歯科支援事業についてのポスター・チラシ

大田区福祉部高齢福祉課と大森・蒲田歯科医師会が協力
会員診療所などに配布
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歯科衛生士派遣依頼書

ケアマネ

包括支援センター

行政歯科衛生士
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申し込みの内容は・・・

１、入れ歯が合わなくなった

２、入れ歯を失くしてしまった

３、歯が折れてしまった

４、うまく飲めない。時間がかかり食事の量が減った。

５、認知があり通院できない

６、歯が痛い

７、歯みがきができない

８、通院できなくなった

９、その他
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訪問歯科 状況調査書 と 報告書
歯科衛生士から歯科医師へ

歯科医師から歯科衛生士へ
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訪問歯科 摂食嚥下機能健診 報告書

摂食嚥下健診は、
１人について３回を
限度とする。
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生活の場での医療における医科・歯科連携

訪問歯科医師
（支援事業協力医）

行政歯科衛生士

在宅医師

看護師

ねたきり高齢者訪問歯科支援事業による医療連携
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ねたきり高齢者訪問歯科支援事業の近年の推移
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平成27年度 ねたきり高齢者訪問歯科支援申請者の
内訳

後期高齢者が全体
の8割を占めている
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介護保険以外の介護者向けサービスの周知度と利用意向

平成25年度大田区高齢者等実態調査より
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指標項目
現状値 目標値

数値 調査年度 現状値の出所 数値 調査年度

誤嚥性肺炎
の認知度
（65歳以上）

43.8％ H22年度
健康に関する
アンケート

50.0％ H25年度

47.7％ H24年度 50.0％ H30年度

おおた健康プラン（二次）平成26年度～平成30年度

7 歯と口腔の健康
めざす姿：

自分の歯で食事を楽しみ、健康でイキイキと暮らしていくための
健全な口腔機能を維持できる健康習慣を身につけます

口腔機能の維持、安全性に配慮した食べ方の支援

平成26年3月

高齢期になっても自分の歯がある人を増やします
誤嚥性肺炎の知識や予防について周知します
高齢者や難病の方の口腔機能の維持や誤嚥、窒息予防を実践するための
支援をします
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東京都大田区 死因分類別死亡者数｛肺炎（誤嚥性肺炎：再掲）｝

大田区資料より 23

一般介護予防事業（28年度）
【介護予防普及啓発事業】

いきいき公園体操

認知症予防体操

ライブでストレッチ

シニア世代の食生活講座

口腔機能向上講演会

口から始める健康講座 他

【地域介護予防活動支援事業】

シニアボランティア養成講座 他

地域健康課の歯科衛生士が、
誤嚥性肺炎予防の普及活動
を行っている
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介護予防事業の変遷
平成19年～平成24年まで（二次予防対象者）
「口腔機能向上プログラム」（6日制4クール）
平成24年～ 一次予防開始（65歳以上元気高齢者）
「口から始める健康講座」

⇒老人いこいの家や区の施設を利用

誤嚥性肺炎予防の話と運動指導士による軽い体操

「口腔機能向上講演会」（1年に1回開催）
⇒平成26年 「背すじを伸ばせば口腔機能もアップする」

講師：宝田恭子歯科医師

平成27年 「老いない咽喉（のど）の鍛え方

講師：阿部伸一教授
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おおた高齢者施策推進プラン （平成27年度～平成29年度）
大田区高齢者福祉計画・第6期介護保険事業計画 平成27年3月

大田区の地域包括ケア体制
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多職種連携協働に必要な３ワーク

身近な
ネット
ワーク

チーム
ワーク

フット
ワーク

連携・協働しながら３つワークを
推進することが大切である
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ご静聴ありがとうございました

下記の動画をご覧ください

http://www.jda.or.jp/info/2014_05_mov_04.html

日本歯科医師会 ＨＰ シンポジウム

歯科医療が支える超高齢社会ニッポン

～健康寿命延伸のための歯科医療～ 超高齢社会に歯科医療が果たす役割
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